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平成30年10月26日

はまつこ
射水市立新湊小学校

「はまっこの本気」を披露した学習発表会 校長 森 悦郎

10月21日（日）、卓立会のスローガン「本

気のはまっこ みんなで届けよう感動のステ

ージを！」の下、学習発表会を開催しました。

子供たちは、いつもお世話になっている方々

に自分たちの思いが伝わり、観る者と演じる

者が共に感動できるようにと「本気」で取り

組みました。

１年：大きな体育館に負けないくらいの、かわいく、かつ迫力がある演技が

素晴らしかったです。王様の「ああ、うん！」の場面が圧巻でした。

２年：素早い動きや身のこなしが成長ぶりを感じさせてくれる演技でした。

新湊小学校の立派な「はまっこ」を目指してしっかり修行中です。

３年：見ている人に、「新湊が大好きで、よいところです」との思いが伝わっ

てきました。一緒に「イヤサー、イヤサー」と声を出したい気分です。

４年：「本当の知恵とは、みんなを幸せにするものだ」ということを、ユーモ

アたっぷりに表現できました。誰もがもちたい大切な知恵でした。

５年：日本や世界の音楽や踊りを披露することを通して、それぞれに込めら

れた各地域に生活する人たちの思いに、ふれることができました。

６年：幸せの形はいろいろあっても、「心の底から幸せと言えることは何なの

か」を、最高学年にふさわしい、迫真の演技で見事に披露しました。

子供たちは、スローガンにある「本気」でそれぞれの演目に取り組みました。

本気に取り組んだ者しか味わえないことがきっとあったはずです。本気の子供

たちに、学校での練習はもちろん、ご家庭での多くの励ましの言葉がどれだけ

彼らのエネルギー源になったことか。ご支援を本当にありがとうございました。

また、当日は、多数の方にご来校いただき、ＰＴＡ委員や保護者の方々には、

多大なご協力をいただきました。心より感謝申し上げます。

６年 杜子春

１年おしゃべりなたまごやき

５年 みんなでチャレンジ

管楽器クラブの演奏
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８月末に、第６学年で実施さ

れた全国学力学習状況調査の結

果が公表されました。その結果をみると射水市は、国語Ａ

と算数Ａ（身に付けたい学習内容や実生活で不可欠な知識

に関する問題）、国語Ｂと算数Ｂ（知識や技能を実生活の

場面で活用する力や課題解決のための構想を立て実践する

力に関する問題）、理科がほぼ全国平均を上回りました。

また、本校は、どの調査も全国平均や県平均を上回り、特

に国語Ａと算数Ａ、理科において子供たちのがんばりが見

られました。さらに、児童への質問紙では、規則を守ることや家族との会話、

地域行事への参加やボランティア活動への参加などで高い割合を占めていまし

た。 しかし、未来の夢や自分の目標、学習時間、自分の考えたことを伝える

表現力等に課題が上がりました。そこで、以下のことにしっかり取り組み、学

力の確実な定着を目指していきたいと思います。

・各授業で身に付けたい力を学習課題にして提示したり、振り返りの時間をと

り、「できた」という実感を積み重ねたりすることで、自尊感情を高める。

・課題に合わせて、ペアやグループ等の学習形態を工夫し、自分の考えや思い

を伝え合い、学び合うことで深い学びにつなげる。

・メディアの使用時間と関連付けながら、基本的生活習慣の確立・学習習慣の

定着に努める。

１学期末や２学期に入ってのアンケートの内容から、

本校でも「ちくちく言葉」が原因と思われる言い争い

など、細かな子供間のトラブルはあるようです。６月

８日（金）の引き渡し訓練のとき、資料の配布に併せ

て、本校の「いじめ防止の基本方針」について、私の

方から説明させていただきました。

また、校長として、４月にいじめについて次のよう

なことを子供たちに宣言しました。「友達に暴力をふる

ったり、いやなことを言ったり、ばかにしたり、ＳＮ

Ｓの掲示板等を使って悪口を書き込んだり、一生懸命

にやっている仲間の邪魔をしたりするなど、相手の事を考えないで、自分だけ

がストレスを発散する行為は、人間として許すことはできません。これは、新

湊小学校の先生全員が同じ考えです。そのような行為があったときは、しっか

り話を聞いて、きちんと対応します。真面目に取り組んでいる人が報われる新

湊小学校でありたい。」と。

また、射水市全体で取り組んでいる、「マイサポーター：学級担任以外の教員

でも気軽に相談できる相手となり、悩みを聴く機会をつくる」や「気がかりポ

スト：子供のことで気が付いた職員が、担当者に報告し速やかに対応する」、さ

らに毎週１回各学年で気になる子供たちや事案について報告する会など、全教

職員が全校児童を見守り育てる思いで取り組んでいます。

しかしながら、私たち教職員だけでは、子供たち全ての行動を看取ることは、

正直言って不可能です。お子さんの行動で不安になったり、お子さんが悩んで

いる様子を見られたりしたときは、是非学級担任を通して連絡していただけれ

ば幸いです。ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。

望ましい人間関係を目指して

学力向上に向けて


